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令和４年度

改善方策

10月

基礎・基本の確実な定
着

少人数を生かした個別最適な
学びの充実を図るとともに，
「チャレンジタイム」の内容を
精選し，計画的に実施する。

単元末テスト（国語，算数）の「知
識・技能」の平均得点率８５％以上
の児童の割合

80%

国語
75.4％
算数
85.2％

国語
94.25％

算数
106.5％

２

４

国語科の「知識・技能」の定着率が低い。漢字や言
葉の使い方について学習するが，日常的に使うこと
ができていないためと考えられる。

単元ごとにテストを行っているため，算数科の定着
率は概ね良好である。今後，既習の内容を繰り返し
復習していくことが必要となる。

B
・定着にばらつきが見えます。
・「知識・技能」に評価の観点が変更されている
ということは，繰り返し学習も大切だが，深い理
解のうえに身に付け，使える言葉の習得が求
められているのでしょう。

漢字ドリルを用いて繰り返し練習は行っている
が，熟語の意味や使い方などを理解できていな
いことがある。毎日の振り返りを書くハートフル
ノートなどで，既習の漢字を使って書くことを積
み上げていく。

チャレンジタイムを使って既習の内容を復習し
ていくようにする。

◎主体的・対話的で深
い学びの実現

児童が主体的に学ぶ課題発
見・解決学習を充実させると
ともに，言葉による見方・考え
方を働かせる三角ロジックを
取り入れた学習の充実を図
る。

国語科単元末テスト「読むこと」の
設定得点率（第１～３学年85%，第４
～６学年80%）以上の児童の割合
（活用問題含む）

根拠・理由を明確にして自分の考え
（主張）を表現できる児童の割合
（教師評価及び児童アンケート）

80%

80%

低学年
72.7％
高学年
71.4％

75.4％

低学年
90.8％
高学年
89.25％

94.25％

２

２

２

低学年24/33人，高学年20/28人という結果であっ
た。基礎基本の定着は多くの児童が達成できてい
るが，活用問題の正答率の低さが課題である。

肯定的評価は46/61人という結果であった。ただ
自分の考えを述べるのではなく，根拠・理由を明
確にするという目的が理解できたこと，そしてその
習熟がまだ不十分であることが考えられる。

B ・教師と子供の対話が多い。子どもどうしの対
話をもう少し増やしたい。

教科書教材の復習ばかりではなく，初見の
文章について答える問題や記述式で回答
する問題に対する練習を行う。

三角ロジックの活用を意識した授業づくり
を進め，言葉朝会を中心に表現の仕方を
身に付けられるようにする。

よりよい読書活動の推
進

読書環境づくり（「学校まるご
とライブラリー」）を基盤とし
て，推薦図書，目標読書量へ
の挑戦や家族読書，並行読
書の取組を進め，読書の日常
化・習慣化を推進する。

毎週末の家族読書に取り組んだ児
童の割合

「読むこと」の単元（説明文２，物語
文２）における並行読書を行った児
童の割合

90%

90%

93.5%

100%

103.9%

111.1%

４

４

全校児童62名の中で，58名の児童が4月から継続し
て週末の家族読書に取組んでいる。継続できなかっ
た4名は，兄弟2家族である。
　
 国語の教科書に掲載されている推薦図書を学年ご
とに一覧にした。これをもとにして，司書の先生と連
携することにより，並行読書を進める環境を整えるこ
とができた。

Ａ

・「木谷小といえば読書」と評価されるほどの伝
統的な取組となった。引き続き，読書好きな子
を多く育ててください。
・スマホよりも活字文字に馴染ませることはとて
も大切である。
・読書ボランティアの活動が役に立っているかと
思うとうれしいです。

 継続できなかった4名には，学校で担任と一緒
に本を選んだり，感想を聞いたりして，学校で工
夫して支援していく。

後期の並行読書を，いつ実施するのか担任が
見通しをもって取り組む。司書の先生や図書館
ともこれまで以上に積極的に連携を取る。

◎自律心の醸成

「き・だ・に・じ・ま・ん」の指導
を継続して行うとともに，
「に・・・にこにこ笑顔であいさ
つ」の徹底を図る。

児童アンケート（「自分から進んで
気持ちのよいあいさつをしている」）
の肯定的評価

保護者アンケート（「わが子は気持
ちのよいあいさつをしている」）の肯
定的評価

90%

80%

98.4%

96.7%

109.3％

120.8％

４

４

児童会が月に１度挨拶運動を行うことで，自分
から挨拶をする児童が増え，挨拶をする習慣を
学校全体で身に付けさせることができた。

Ａ

・確かに子供たちは，顔を合わせたらあいさつ
する姿を多く見せるようになりました。
・「自分から進んで気持ちの良い挨拶ができる」
ことは，とても大切なことです。アンケートの数
値で評価するのではなく，『本物』を追求してくだ
さい。

これからは一段階あげて，相手の目を見て，大
きな声であいさつができように児童会役員中心
に進めていく。児童会役員による評価を全校集
会等でしていく。そのことにより全体に意識がい
きわたると考える。また，表彰者は掲示板に
貼っていく。

思い合いの心の醸成
なかよし班掃除やなかよし班
遊び等，異学年交流の取組を
推進する。

児童アンケート（「学校でいろいろな
学年の友だちと一緒に活動すること
は楽しい」）の肯定的評価

90% 96.8% 107.6% 4

異学年交流については新型コロナウィルス感染症の
感染状況を見ながら進めていきたい。仲良し班掃除
においては６年生を中心に黙って掃除できる雰囲気
になってきた。

Ａ
・地域の中で，異学年で遊ぶ光景を見ることは
ほとんどありません。学校教育の中で異学年と
の関係づくりを通してよりよいつながりができる
ことを期待しています。

黙って掃除ができる児童が大半になってきたの
で，ステップアップし，自分で気付き，隅々まで
掃除できる児童を育成する。そのために班長を
育てていく。

体験活動の充実
生活科や総合的な学習の時
間を中心とした地域学習（ふ
るさと木谷）を推進する。

地域貢献の取組（総合的な学習の
時間）または地域のよさを伝える活
動（生活科）を各学年1回以上の実
施

100% 50% 50% 2
学年ごとに地域の方々と共に木谷ならではの体験活
動を行い，地域に関する学習を行うことができた。 Ａ

・Ｃ.Ｓ.では学校と地域が同じ目標に向けて取り
組むことが大切です。どんどん地域のことを学
び，地域貢献したいと思える子供たちに育って
ほしいです。
・コロナ感染対策で実施回数が減ってしまった
ことは，やむを得ない。

学年ごとに地域学習の活動を行い，教室
内掲示等は行っている。学習途中のため，
地域や他学年の児童に対して，学習内容
を発信する活動等は今後行っていく。

体力の向上
外遊びの奨励，体育科の授
業・体育的行事を通して体力
つくりに取り組む。

外遊び週間中に外遊びをした児童
の割合（毎月第２週）

上体起こしの向上率（12月実施の
数値／6月実施の数値×１００）

90%

105%

100% 100% 3 朝会や放送等で声掛けを行い，元気に外で遊
ぶことのよさを意識させ，目標を達成することが
できた。暑さ指数が厳重警戒以上のときは，実
施することができなかったが，後期からまた取
組を継続していく。

B

・意識化されて継続されているところは素晴らし
いです。
・子供たちにとって「遊び」は生活の中で重要な
要素です。すっきり遊べて満足できる環境をつ
くってください。
・７～9月が熱中症対策で外遊びができない状
況であれば，評価について再考が必要です。

外遊びを通して得られるものである，免疫
力，体力の向上について児童に伝えてい
き，継続して１００％を維持できるようにす
る。

◎健康・安全な生活習
慣や態度の確立

生活ふりかえり週間を設定
し，基本的な生活習慣の定着
を図る。

生活ふりかえり期間中，おおむね睡
眠時間が確保できているた（80%以
上）児童の割合（低学年９時間，中
学年8.5時間，高学年8時間）

70% 87.8% 125.4% 4

生活ふりかえり期間中は毎日生活ふりかえり
カードを提出させ，担任が実態を確認し，評価
を行った。その結果，目標達成に向けて一人一
人が意欲的に行動し，目標達成することができ
た。後期は，目標設定を90％にする。

Ａ
・次第にＰＤＣＡサイクルが具現化しているよう
です。
・引き続き，保護者と連携しながら子供たちの
基本的生活習慣の確立に努めてください。

児童自ら進んで睡眠時間の確保に努めること
ができるように，睡眠の大切さについての保健
指導を行う。
学級懇談会の際に，生活ふりかえりカードの結
果の割合を示した資料を配布し，改善点につい
て話し合う機会を設ける。

◎コミュニティ・スクール
の推進

地域・保護者と連携した教育
活動を進めるとともに，積極
的な情報発信（学校だよりや
コミュニティ・スクール通信・学
級通信・HP等)を行う。

保護者対象アンケート「①学校は地
域・保護者とともに学校づくりに取り
組んでいる」「②学校は教育方針，
取組の内容，子どもたちの様子等
を分かりやすく伝えている」の肯定
的評価

90%
①98.5％
②98.5％

109.4% 4

①否定的回答は１名。積極的肯定が86.9%でかなり
肯定的に受け止められている。コミュニティ・スクー
ル推進員を中心にして，積極的に地域とかかわり，
成果を通信・HPで配信していることが成果につな
がったと思われる。
②否定的回答は１名。積極的肯定は77％であった。
学校だよりや学年通信，HPの更新等計画的に行っ
てきたが，そのことが伝わり切れていない面もあると
思われる。

Ａ

・今年からの名称変更ではあっても，継続的な
部分が多い。よいことなので今後も意図的推進
を。
・コミュニティ・スクールでは，学校運営に地域
の声を積極的に生かしていくことが重要とされ
ています。学校運営協議会での協議の時間を
もっと確保してほしいです。

引き続きコミュニティ・スクール推進員を中
心に，地域・保護者との連携を深め，その
成果を積極的に各種通信やＨＰで公開して
いく。

働き方改革の実現を図
る

業務改善を推進し，子どもと
向き合う時間を確保する。

①職員の時間外勤務時間が月平
均80時間未満の職員の割合

②子供と向き合う時間の確保がさ
れていると答える教職員の割合

100%

90%

①100％
②100％

105.6% 4

①全職員が，時間外勤務時間の平均が80時間を下
回っている。スケジュール管理の徹底により，計画的
な勤務ができていると思われる。
②全職員がＡ評価となっている。小規模校ということ
で事務量が少ないことはあるが，上記の項目と同様
にスケジュール管理の徹底により，余裕のある勤務
ができた結果と思われる。

B
・管理職は，時間外超過勤務が目立つ。
・時間外勤務時間月平均80時間未満といわず
40，50時間未満へと少なくしていってください。

引き続きスケジュール管理を徹底し，計画
的に校務運営ができるようにしていく。
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学　校　評　価　表 東広島市立木谷小学校

結果と課題の分析

自己評価

基礎・基本の確実な定着
と主体的・対話的で深い
学びの実現

評価

学校教育目標

評価

健
や
か
な
体
の
育
成

（
体

）

3
生活リズムを整え，健
康な体つくりを進める

短期経営目標

学校関係者評価
（学校運営協議会による評価）

項
目

達成度

確
か
な
学
力
の
定
着

（
知

）

4

中期経営目標
重
点

1

評価項目

保護者や地域とともに
ある学校づくりをめざ
す

達成値

※目標の精選と重点化を行い、重点の項に「１」「２」「３」で表示する。
重点目標は◎で表示する。

改善方策コメント

（　中間評価　）

豊
か
な
心
の
育
成

（
徳

）

2 心豊かな人間性を培う

目標達成のための方策
目
標
値

評価計画

　「今日も学校に来てよかった」と思える学校づくり

■自己評価

４…目標を上回って達成 ３…目標どおりに達成

２…目標をやや下回って達成 １…目標をかなり下回って

■学校関係者評価 （学校運営協議会による評価）
Ａ…とても適切である Ｂ…概ね適切である
Ｃ…あまり適切でない Ｄ…全く適切でない

ミッション 学校・家庭・地域が協働し，共育する学校づくりを推進し，これからの時代をたくましく
生き抜くための資質・能力を身に付けた児童を育成する。

ビジョン 保護者や地域とともにある学校 ○児童が主体的に学び合い，「わかった，できた，よかった」を実
感できる学校 ○家庭・地域と協働・共育する，夢と感動あふれる学校


